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２次関数 平成 年 月 日

1 ２次関数 f(x) = −x2 + 2px− p2 + p + 3 (pは定数)が

ある。

（1）p = 2とする。f(x)の最大値および，そのときの x

の値を求めよ。

（2）f(x) の最大値が４以下であるような p の値の範囲

を求めよ。

（3）−2 <= x <= 2 における f(x) の最大値が４になるよ

うな pの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

2 ２次関数 f(x) = x2 −2ax−a2 +2a (aは定数)がある。

（1）a = 2とする。y = f(x)のグラフの頂点を求めよ。

（2）a >= 1のとき，0 <= x <= 2における f(x)の最大値が −3

となるような aの値を求めよ。

（3）a >= 1のとき，0 <= x <= 2における f(x)の最大値をM，

最小値を mとする。このとき，M + 2m = 0となるよ

うな aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

3 ２次関数 y = x2 − 4x + 5 · · · 1©のグラフを x軸方向に

1，y軸方向に kだけ平行移動すると関数 y = f(x)のグ

ラフとなる。また，関数 y = f(x)のグラフは点 (1, 2)

を通る。

（1）２次関数 1©のグラフの頂点を求めよ。
（2）定数 k の値と関数 f(x)を求めよ。

（3）0 <= x <= a (aは正の定数)における関数 f(x)の最小値

をmとする。mを求めよ。

（4）p <= x <= p + 1 (p は定数) における関数 f(x) の最大値

をM とする。M を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

4 xの２次不等式 x2 −x− 6 > 0 · · · 1©と x2 −ax− 2a2 <=
0 · · · 2©がある。ただし，aは正の定数とする。。

（1）２次不等式 1©を解け。
（2）２次不等式 2©を解け。また，不等式 1©， 2©を同時に満た

す xが存在するときの，定数 aの値の範囲を求めよ。

（3）不等式 1©， 2©を同時に満たす xの整数値のうち，正のも

のが１０個あるときの aの値の範囲を求めよ。また，そ

のとき不等式 1©， 2©を同時に満たす負の整数値は何個あ
るか。



２次関数 平成 年 月 日

5 ２次関数 f(x) = x2−2ax+b (a, bは定数)があり，f(x)

の最小値は２である。ただし，a > 0であるとする。

（1）bを aで表せ。

（2）x >= 2における f(x)の最小値が４であるような aの値

を求めよ。

（3）0 <= x <= 2における f(x)の最大値と最小値の差が３で

あるような aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

6 ２つの xについての２次不等式

x2−5x >= 0 · · · 1©, (x−a)(x−a−3) <= 0 · · · 2©

がある。ただし，aは定数とする。

（1）２次不等式 1©を解け。
（2）２次不等式 2©を解け。また， 1©， 2©を同時に満たす xの

値が存在するような定数 aの値の範囲を求めよ。

（3）２つの不等式 1©， 2©を同時に満たす x の整数値が２つ

だけとなるような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

7 ２次関数 f(x) = ax2 + bx + a2 − 3 (a は正の定数) が

あり，f(0) = f(2)を満たしている。

（1）bを aで表せ。また，y = f(x)のグラフの頂点の座標を

aで表せ。

（2）0 <= x <= 3 における f(x) の最大値が７のとき，a の値

を求めよ。

（3）(2)のとき，k <= x <= 2k (k は正の定数)における f(x)

の最小値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

8 方程式 |x2 − x − 2| = 2x + k · · · 1©がある。ただし，k

は定数である。

（1）２次不等式 x2 − x − 2 >= 0を解け。

（2）関数 y = |x2 − x − 2| − 2xのグラフを書け。

（3）方程式 1©が４つの解を持つとき，定数 k の値の範囲を

定めよ。また，このとき，方程式 1©の４つの解の和を求
めよ。



２次関数 平成 年 月 日

9 ２次関数 f(x) = x2 − 2(a + 1)x− 2a + 6 (aは定数)が

ある。

（1）f(−1) の値を求めよ。また，f(3) < 0 となるような a

の値の範囲を求めよ。

（2）y = f(x)のグラフが，−1 < x < 3の範囲で，x軸と接

するような aの値を求めよ。

（3）y = f(x)のグラフが，−1 < x < 3の範囲では，x軸と

ただ１つの共有点をもつような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

10 xの２次不等式 x2 −ax+(a−4)2 < 0 · · · 1©がある。た
だし，aは定数とする。

（1）x = 4 が不等式 1©を満たすような a の値の範囲を求

めよ。

（2）不等式 1©が解を持たないような aの値の範囲を求めよ。

（3）2 <= x <= 4 のすべての x が不等式 1©を満たすような a

の値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

11 x についての２次関数 f(x) = x2 + 4x − 1, g(x) =

x2 − 4px + 7p2 がある。ただし，p > 0とする。

（1）y = f(x), y = g(x) のグラフの頂点の座標をそれぞれ

求めよ。

（2）p <= x <= p + 1 における f(x) の最大値が 11 となると

き，pの値を求めよ。

（3）p <= x <= p + 1における f(x), g(x)の最小値が一致する

とき，pの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

12 a を正の定数とする。x についての２次不等式 x2 −
3ax + 2a2 < 0 · · · 1©と，２次方程式 x2 − (a + 6)x +

5(a + 1) = 0 · · · 2©がある。
（1）２次不等式 1©を解け。
（2）２次方程式 2©が重解をもつときの aの値を求めよ。また

そのとき，２次不等式 1©を満たす整数をすべて求めよ。
（3）２次不等式 1©を満たす整数がちょうど３個存在し，その

中に整数４および５が含まれるような aの値の範囲を求

めよ。



２次関数 平成 年 月 日

13 x の２次不等式 x2 − 2x <= 0 · · · 1©，x2 − ax − 2a2 <

0 · · · 2©がある。ただし，aは定数とする。

（1）２次不等式 1©を解け。
（2）0 < a < 1のとき，不等式 2©を解け。またこのとき，不

等式 1©， 2©を同時に満たす xの値の範囲を求めよ。

（3）不等式 1©， 2©を同時に満たす xの整数値が，ちょうど２

個存在するとき，aのとりうる値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

14 放物線 y = x2 − 2ax + 2a + 15 · · · 1©がある。ただし，
aは定数とする。

（1）放物線 1©の頂点の座標を aを用いて表せ。

（2）放物線 1©が x軸に接するときの aの値を求めよ。

（3）放物線 1©が x 軸の正の部分と異なる２点で交わるよう

な aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

15 xの２次不等式 x2 − ax + a + 2 >= 0 · · · 1©がある。ただ
し，aは定数とする。

（1） 1©の解が x <= −2, b <= xとなるとき，a, bの値を求め

よ。ただし b > −2とする。

（2） 1©の解が，すべての実数となるような aの値の範囲を求

めよ。

（3）x <= 2であるすべての xが， 1©を満たすような aの値の

範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

16 xの２次関数 y = x2 − 4x + a · · · 1©がある。ただし，a

は正の定数である。

（1）２次関数 1©のグラフの頂点の座標を aで表せ。

（2）0 <= x <= 3のとき，２次関数 1©の最大値と最小値を求め
よ。また，そのときの xの値を求めよ。

（3）0 <= x <= aのとき，２次関数 1©の最大値は最小値より９
だけ大きい。このとき aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

17 ２次関数 y = x2 − 4ax + 4 · · · 1©がある。ただし，aは

定数とする。

（1）関数 1©のグラフの頂点の座標を aで表せ。

（2）a = 1のとき，0 <= x <= 4における関数 1©の最大値と最
小値を求めよ。また，そのときの xの値を求めよ。

（3）a > 0とする。0 <= x <= 4における関数 1©の最大値と最
小値の和が０であるとき，aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

18 xの不等式 x2 − (a2 + a)x + a3 < 0 · · · 1©がある。ただ
し，aは正の定数とする。

（1）x2 − (a2 + a)x + a3 を因数分解せよ。

（2）不等式 1©を解け。
（3）不等式 1©を満たす整数 x が４個だけ存在するような a

の値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

19 ２次関数 f(x) = ax2 + 2ax − a2 + 1 (−2 <= x <= 2)が

ある。ただし，aは０でない定数とする。

（1）a = 1のとき，f(x)の最大値と最小値を求めよ。

（2）a < 0 のとき，f(x) の最大値と最小値を a を用いて

表せ。

（3）f(x)の最小値が −1のとき，aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

20 xの２次方程式 x2 + 2ax + 2a2 − a − 6 = 0 · · · 1©があ
る。ただし，aは定数である。

（1）方程式 1©が異なる２つの解をもつような定数 a の値の

範囲を求めよ。

（2）方程式 1©が x > −1の範囲に異なる２つの解をもつよう

な定数 aの値の範囲を求めよ。

（3）方程式 1©が x > −1の範囲に少なくとも１つの解をもつ

ような定数 aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

21 ２次関数 f(x) = ax2 − 3ax + 2a + 1がある。ただし，

aは０でない定数とする。

（1）y = f(x)のグラフの頂点を aを用いて表せ。

（2）0 <= x <= 2における f(x)の最大値が a2 − 14であると

き，aの値を求めよ。

（3）y = f(x)のグラフを x軸方向に aだけ平行移動したグ

ラフを表す２次関数を y = g(x)とする。0 <= x <= 2に

おける関数 g(x)の最大値を aを用いて表せ。



２次関数 平成 年 月 日

22 ２次不等式 x2 − 4x <= 0 · · · 1©と２次関数 f(x) = x2 −
2x + a2 − 3a − 17 (aは定数)がある。

（1）不等式 1©を解け。
（2）y = f(x)のグラフが x軸と異なる２個の共有点をもつ

とき，aの値の範囲を求めよ。

（3）a = 5 のとき，y = f(x) のグラフが x 軸と交わる点を

A, Bとする。線分 ABの長さを求めよ。

（4）(1)で求めた xの範囲内で y = f(x)のグラフが x軸と

共有点をもつとき，aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

23 ２次関数 f(x) = −2x2 + 4ax − 4a + 10 がある。ただ

し，aは定数とする。

（1）f(x)の最大値を aを用いて表せ。

（2）0 <= x <= 2において，f(x)は x = 2で最小値をとり，最

大値は
17
2
である。このとき，aの値を求めよ。

（3）a =
1
2
とする。−t <= x <= 2tにおける f(x)の最小値が

−4であるような定数 tの値を求めよ。ただし，t > 0と

する。



２次関数 平成 年 月 日

24 ２次関数 f(x) = x2 − 4ax + b (a, b は定数) があり，

y = f(x)のグラフは点 (1, 1)を通っている。

（1）bを aで表せ。

（2）y = f(x) のグラフが x 軸と接するとき，a の値を求め

よ。また，そのときの接点の座標を求めよ。

（3）x >= 1において，つねに不等式 f(x) > 0が成り立つと

き，aのとりうる値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

25 ２次関数 f(x) = x2 − (a + 1)x + a2 + a− 1 (aは定数)

がある。−1 <= x <= 3における f(x)の最大値をM，最

小値をmとする。

（1）y = f(x)のグラフの頂点を求めよ。

（2）M を aを用いて表せ。

（3）a > 0 のとき，M − 4m = 0 となるような a の値を求

めよ。



２次関数 平成 年 月 日

26 ２次関数 y = x2 + 2ax + 2a2 + 4a− 5 · · · 1©がある。た
だし，aは定数である。

（1） 1©のグラフが原点 (0, 0)を通るとき，aの値を求めよ。

（2） 1©のグラフが x 軸と共有点をもつような a の値の範囲

を求めよ。

（3） 1©のグラフが x 軸の正の部分と共有点を１つだけもつ

とき，aのとりうる値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

27 ２次関数 f(x) = x2 − ax + bがあり，f(0) = f(2)を満

たしている。ただし，a, bは定数とする。

（1）aの値を求めよ。

（2）0 <= x <= 2における f(x)の最大値と最小値を bを用い

て表せ。

（3）k を正の定数とする。0 <= x <= k における f(x) の最大

値が６，最小値が２であるような bと kの値をそれぞれ

求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

28 ２次関数 f(x) = ax2+bx+cがあり，f(−2) = f(−1) =

1 を満たしている。ただし，a, b, c は定数であり，

a 6= 0, a > −2とする。

（1）b, cを aを用いて表せ。

（2）y = f(x)のグラフの頂点の座標を aを用いて表せ。

（3）−2 <= x <= aにおける f(x)の最大値をM，最小値をm

とするとき，M − mを aを用いて表せ。



２次関数 平成 年 月 日

29 関数 f(x) = 2x2 − ax + b (a, bは定数)がある。

（1）y = f(x)のグラフの頂点を求めよ。

（2）0 < a < 8とする。関数 f(x)が 0 <= x <= 4において最

大値９をとり，0 <= x <= 2 において最大値１をとると

き，a, bの値を求めよ。

（3）a > 0とする。関数 f(x)が 0 <= x <=
a

4
+ 1において最

大値９，最小値１をとるとき，a, bの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

30 ２次関数 f(x) = ax2 − 4ax + 4a + b − 5がある。ただ

し，a, bは定数で，a 6= 0とする。

（1）y = f(x)のグラフの頂点を求めよ。

（2）y = f(x) のグラフが点 (1, 2) を通るとき，0 <= x <= 3

を満たすすべての xに対して f(x) >= 0であるような a

のとりうる値の範囲を求めよ。

（3）a =
1
2

, b > 2 とする。点 O (0, 0)，A(2b, 0)，

B(0, 21)，C(b, 21) に対し，y = f(x) のグラフが平

行な２本の線分 OA，BC (ただし，両端の点を含む)の

いずれとも共有点をもたないとき，bのとりうる値の範

囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

31 ２次関数 f(x) = ax2 + 4ax + 5a + 2がある。ただし，

aは０でない定数とする。

（1）y = f(x)のグラフが x軸と異なる２点で交わるとき，a

のとりうる値の範囲を求めよ。

（2）−1 <= x <= 1において常に f(x) >= 0が成り立つとき，a

のとりうる値の範囲を求めよ。

（3）a <= x <= a + 1 における f(x) の最大値を a を用いて

表せ。



２次関数 平成 年 月 日

32 ２つの２次不等式 x2 +x−2 >= 0 · · · 1©，x2− (a+3)x+

3a < 0 · · · 2©がある。ただし，aは定数である。

（1）不等式 1©を解け。
（2）不等式 2©を解け。
（3）２つの不等式 1©， 2©を同時に満たす整数 x がちょうど

５個存在するような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

33 放物線 y = x2 − 2ax + a2 + 3a − 4 · · · 1©(aは０でない

定数)がある。この放物線 1©と y軸との交点を Pとする

と，点 Pは y 軸の負の部分にある。

（1）y = f(x)のグラフの頂点の座標を求めよ。

（2）aのとりうる値の範囲を求めよ。

（3）放物線 1©の頂点を Q，放物線 1©の軸と x 軸との交点を

Rとする。三角形 PQRの面積が
1
2
であるときの aの

値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

34 ２次関数 f(x) = ax2 − 6ax + 6a − 4がある。ただし，

aは定数とする。

（1）y = f(x)のグラフの頂点を求めよ。

（2）2 <= x <= 6 における f(x) の最大値が８のとき，a の値

を求めよ。

（3）a > 0とする。p <= x <= 3p (0 < p < 3)における f(x)

の最大値と最小値の差が 3aとなるとき，定数 pの値を

求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

35 xの２次関数 f(x) = x2−4x+3, g(x) = x2−ax+a+3

がある。ただし，aは定数とする。

（1）不等式 f(x) < 0を解け。

（2）すべての xに対して g(x) > 0となるような定数 aの値

の範囲を求めよ。

（3）f(x) < 0を満たすすべての xについて，g(x) > 0とな

るような定数 aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

36 ２次関数 f(x) = x2 + x + aがあり，f(−1) = −1を満

たしている。

（1）aの値を求めよ。

（2）f(x) <= 1となる xの値の範囲を求めよ。

（3）(2) における x の範囲で，f(x) = kx を満たす異なる

２つの x の値が存在するような定数 k の値の範囲を求

めよ。



２次関数 平成 年 月 日

37 ２次関数 f(x) = ax2 − 2ax − 4a + 2がある。ただし，

aは０でない定数とする。

（1）放物線 y = f(x)の頂点の座標を aを用いて表せ。

（2）−2 <= x <= 2 における f(x) の最大値が１０となるよう

な aの値を求めよ。また，そのときの f(x)の最小値を

求めよ。

（3）a = 2 のとき，t <= x <= 2t + 1 (0 < t < 3) における

f(x) の最大値を M，最小値を m とする。M =
4
5
|m|

を満たす tの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

38 不等式 x2 − x − 2 <= 0 · · · 1©と２次関数 f(x) = x2 +

2ax + 3a + 4がある。ただし，aは定数とする。

（1）不等式 1©を解け。
（2）不等式 1©を満たすすべての xに対して，f(x) <= 0が成

り立つような aの値の範囲を求めよ。

（3）不等式 1©と不等式 f(x) <= 0をともに満たす xが存在す

るような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

39 ２次関数 f(x) = x2 − 2ax + b (a, b は定数) があり，

f(1) = 1である。

（1）bを aを用いて表せ。

（2）y = f(x)のグラフが x軸と共有点をもつような aの値

の範囲を求めよ。

（3）方程式 x2 − 2ax + b = 0が −1 < x < 1の範囲に解を

もつような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

40 ２つの２次関数 f(x) = −x2 + 6x − 4と g(x) = ax2 −
4ax + bがある。

（1）1 <= x <= 4の範囲における f(x)の最大値，最小値を求

めよ。

（2）方程式 f(x) = k が 1 <= x <= 4の範囲において，異なる

２つの解をもつような定数 k のとりうる値の範囲を求

めよ。

（3）1 <= x <= 4において，f(x)と g(x)の値域が一致するよ

うな定数 a, bの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

41 ２次関数 f(x) = x2 − 2x− 2，g(x) = x2 − (2a + 2)x +

3a + 7がある。ただし，aは定数とする。

（1）f(x) < 0となる xの値の範囲を求めよ。

（2）g(x) の最小値が０以下であるような a の値の範囲を求

めよ。

（3）a < 0とする。f(x) < 0と g(x) <= 0を同時に満たす整

数が１つだけであるような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

42 ２次関数 f(x) = x2 − 2ax + bがあり，放物線 y = f(x)

は点 (2a + 1, 2)を通っている。ただし，a, bは定数で

ある。

（1）bを aを用いて表せ。

（2）放物線 y = f(x)が x軸の正の部分と共有点をもたない

ような aの値の範囲を求めよ。

（3）放物線 y = f(x)が x軸の正の部分とただ１点だけを共

有するような aの値の範囲を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

43 ２次関数 f(x) = x2 − 2ax + a2 − a − 5 (a は定数) が

あり，放物線 y = f(x) は x 軸と異なる２点 P(α, 0)，

Q(β, 0)で交わっている。ただし，α < β とする。

（1）aのとりうる値の範囲を求めよ。

（2）α > 1 かつ β > 1 のとき，a のとりうる値の範囲を求

めよ。

（3）|α| > 1かつ |β| > 1のとき，aのとりうる値の範囲を求

めよ。



２次関数 平成 年 月 日

44 放物線 y = 2x2 − 4x + a2 + 2a − 1 (aは定数) · · · 1©は
x軸と異なる２点で交わっている。

（1）放物線 1©の頂点の座標を求めよ。また，aのとりうる値

の範囲を求めよ。

（2）放物線 1©が x 軸から切り取る線分の長さが 2
√

2 のと

き，aの値を求めよ。また，そのとき，放物線 1©と x軸

との交点の座標を求めよ。

（3）(2) のとき，放物線 1©と x 軸で囲まれた部分に長方形

ABCDを図のように A，Bが x軸上にあるように内接

させる。長方形 ABCD の周の長さ L の最大値，およ

び，そのときの Aの座標を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

45 関数 f(x) = (x2 + 4x − 5)2 + a(x2 + 4x − 5)があり，

t = x2 + 4x − 5とおく。ただし，aは定数とする。

（1）tのとりうる値の範囲を求めよ。

（2）a = 20のとき，関数 f(x)の最小値とそのときの xの値

を求めよ。

（3）関数 f(x)の最小値が−90となるとき，aの値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

46 関数 f(x) = x2 − 2x + 3がある。a <= x <= a + 2におけ

る関数 f(x)の最大値をM(a)，最小値をm(a)とする。

ただし，aは定数とする。

（1）m(a)を aで表せ。

（2）M(a)を aで表せ。

（3）関数 b = m(a) および b = M(a) のグラフを ab 平面に

それぞれ図示せよ。



２次関数 平成 年 月 日

47 xの不等式 |x2 − 7x| < x − 3 · · · 1©について考える。
（1）y = |x2 − 7x|のグラフを書け。
（2）方程式 |x2 − 7x| = x − 3を場合分けをして解け。

（3）不等式 1©を解け。



２次関数 平成 年 月 日

48 次の条件を満たすグラフをもつ２次関数を求めよ。

（1）放物線 y = 2x2−x+3を平行移動したもので，点 (2, 4)

を通り，頂点が直線 y = 2x − 4上にある

（2）x軸に接し，２点 (1, −3), (−5, −75)を通る

（3）x 軸に関して対称移動し，続いて x 軸方向に −1，y 軸

方向に 2だけ平行移動し，さらに y軸に関して対称移動

すると放物線 y = −x2 − x − 2になる

（4）放物線 y = x2 −x+1を平行移動したもので，点 (1, 2)

を通り，x軸から切り取る線分の長さが 2
√

2である



２次関数 平成 年 月 日

49 次の２次不等式を解け。ただし，aは定数とする。

（1）ax2 <= ax

（2）x2 − 3ax + 2a2 + a − 1 > 0

（3）ax2 − (a + 1)x + 1 < 0



２次関数 平成 年 月 日

50 a を正の実数とする。２次関数 f(x) = ax2 − 2(a +

1)x + 1に対して，次の問いに答えよ。[千葉大]

（1）y = f(x)のグラフの頂点の座標を求めよ。

（2）0 <= x <= 2 における最大値とそのときの x の値を求

めよ。

（3）0 <= x <= 2 における最小値とそのときの x の値を求

めよ。



２次関数 平成 年 月 日

51 放物線 y = x2 + ax + b · · · 1©があり，その軸は直線

x =
3
2
である。ただし，a, bは定数である。

（1）aの値を求めよ。

（2）放物線 1©が x 軸の x > −1 の部分と異なる２点で交わ

るような bの値の範囲を求めよ。

（3）(2)のとき，放物線頂点を A，放物線 1©と x軸との交点

を B, Cとする。△ ABCが正三角形となるような bの

値を求めよ。



２次関数 平成 年 月 日

52 ２次関数 f(x) = −4x2 + 8ax + 2 の −1 <= x <= 1 に

おける最大値をM(a)とする。ただし，aは正の定数と

する。

（1）y = f(x)のグラフの頂点の座標を aを用いて表せ。

（2）M(a)を求めよ。

（3）M(a) = 3|4a − 3|を満たす aの値を求めよ。


